
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林のぶゆき 
野比在住。昭和５０年福島県

生４６歳。筑波大卒。早稲田

大 公共経営大学院 修了。

地域情報誌と環境コンサル

ティングに携わるが、地域の

疲弊と日本の将来を憂い、

政治を志す。政策秘書試験

合格、衆議院議員公設秘書

を経て、2011年より横須賀

市議。３期目。マニフェスト大

賞でも最多受賞の政策派。

野比小避難所副委員長。 

みえる 

わかる 

かわる 

横須賀市議会議員 小林伸行の議会活動報告 

あなたの１０万円、
何に使いますか? 
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*１ ２０２１年度の最終 

   補正予算の額 

特集 

■赤ちゃんからお年寄りまで４８万円ある！ 

 ２０２１年度の横須賀市の年間予算は１８２９億円*１

でした。これを人口３８万人で割ると市民１人あたり

約４８万円。つまり、自分のお財布の他に、みんなで

使うお金として年間４８万円持っている計算です。

家族４人世帯なら１９２万円ということになりますね。 

■ハコモノにはお金がかかる 

 こうして市民みんなが出し合った税金を使って、

市役所では色々な仕事をしています。とりわけ公共

施設は、投資額も維持費も大きく、何十年間も使う

ものなので、よく考えて投資する必要があります。 

 そして、「道路も病院も要らない」という人なんて

いませんが中には必要性に疑問の声が大きかった 

 

公共施設もあります。とりわけ、芸術劇場、美術館、

ソレイユの丘は、「ハコモノ３兄弟」とも呼ばれ選挙

の争点にもなりました。学校やゴミ処理場のような、

ないと困る必須の施設ではないので、評価が分か

れるところです。とりわけ「長男」の芸術劇場３７７億

円は別格で、維持費や金利も含めると、３０年間で

７７５億円かかりました。寿命をあと４０年とすると、

総額１１００億円超の想定。市民１人あたり２０万円を

支払済で今後も８万円を負担する計算となります。 

■新しい港は必要ですか？ 

 さて現在、新港ふ頭の隣を埋立 

し第二ふ頭を整備する計画が進ん 

でいます。投資額３７８億円。市民 

１人あたり約１０万円の支出です。 

 これは、歴代のどのハコモノよりも大型の投資とな

ります。ソレイユの丘ならあと１０カ所は造れますし、

学校なら１５校は建てられます。 

 もちろん、港は利用する船主ら 

から使用料等が入ってくるので、 

それでガッポリ稼げるなら投資 

すべきです。ただし、過去５年間 

を見ると、横須賀港全体でも年 

４億円前後。新港だけなら１～２ 

億円の年商ですから、今の１０倍 

は稼がないと赤字でしょう。 

 

あなたの１０万円、何に使いますか? 
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裏面に続く→ 

新港第二ふ頭３７８億円の投資は、のるかそるか？ 

「港が立派なまち」か？ 「教育が充実したまち」か？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林のぶゆきの基本政策 

横須賀市政について、私の活動について、みなさま

のご意見、ご提案、ご感想、疑問などお寄せくださ

い。 

070-6640-3927  info@kobayashinobuyuki.com Fax050-3737-3872 

必ず私、小林伸行が自分で目を通します！ 

 

誰が何をどう決めてるのか 

ぜんぜん見えない……。
みえる 

わかる 

かわる 

難しい説明をされても 

よくわからない……。

どうせ変わらない……。

市政をガラス張りにして「見える化」し、 

意思決定の過程も含め情報公開を進めます。 

いま何が問題なのか。いま何が必要なのか。 

チラシなどを通してわかりやすくお伝えします。 

現状が見え、問題がわかれば、変えられます。 

私たちが払った税金が、私たちに本当に 

必要なことに使われるよう、変えていきます。 

今こそ横須賀を 私たちのものに。 

応援してください! 
●チラシのポスティング 

●駅でのチラシ手配り 

●ご自宅への看板設置 

●学生インターン 

※政治献金・寄付は 

 頂いていません。 

常時、様々な手が必要です。

「応援してあげてもいいよ」

と思って下さった方は、お気

軽にご連絡下さい。 

第二ふ頭モンダイ勉強会を開催します! 

 タウンニュースで新港第二ふ頭の計画を取り上げたところ、

「詳しく知りたいから、説明会などを開催してもらえないか?」

との声を頂きました。そこで急遽、企画しました。 

 チェックするのが議員の第一の仕事ですから、まずは「本当に

大丈夫か?」という視点で批判的に調べてきました。しかし、大

成功する投資案件かもしれません。様々なお考えがあっていい

と思います。なので、賛成の方も反対の方も、遠慮なくどうぞ。 

●日時：２０２２年８月２１日(日)１３:３０～１５:３０ 

●場所：総合福祉会館 5F 視聴覚研修室 

※Ｚｏｏｍによるオンライン参加もＯＫ 

予約不要ですが事前にご連絡頂けると助かります 

オンラインは小林ＨＰかＱＲコードからどうぞ→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■過去に学んで、未来に備えよう 

 また、今回、市の計画案では取扱貨物量が一昨年

の７６０万ｔから２０３５年頃には２０５６万ｔへ増加す

ると想定しています。これは現実的な想定なのか? 

 論語の「温故知新」にならって、過去から学んでみ

ましょう。上のグラフが、これまでの実績です。 

 ２００５年度の計画では、１９００万ｔから２０１５年頃

に約２５００万ｔへ増加する。と見込んでいました。し

かし、実際には半分にも満たない９５０万ｔに留まり

ました。当時は久里浜―大分のフェリーが就航して

貨物量が増え、期待に胸をふくらませていた時期で

した。しかし、フェリーは撤退。日産や横須賀火力発

電所のような自前の「専用ふ頭」の貨物量も右肩下

がり。市が整備する「公共ふ頭」の貨物量もフェリー

撤退後は全体の１７％と低空飛行……。 

 過去を見れば、未来への過度な期待は危険です。 

■のるかそるか？ 賭けるべきか？ 

 もちろん、今後は２０２５年に圏央道が釜利谷ＪＣT

まで開通予定で、国道３５７号線が八景島から夏島

まで延びる計画もあります。２０２１年に新港―北九

州のフェリーが就航したのも、京浜港と違って海の

渋滞ポイントを通らなくても済む横須賀港の強みが

あったから。確かに、追い風は吹いています。 

 しかし第二ふ頭計画は、次の３つのどれかが崩れ

れば、また過剰なハコモノとなるリスクがあります。 

(1)スバルさんの自動車輸出は今後も続くのか? 

(2)採算ライン未達の現在のフェリーは続くのか? 

(3)誘致予定の新しいフェリーは本当に来るのか? 

 いわば第二ふ頭３７８億円は「のるかそるか？」の

賭けの面があって、賭けに勝てば地域の活性化に

大きな貢献をすると思います。一方で賭けに負けれ

ば、国補助があっても芸術劇場と同様、多額の維持

費と改修費で市民生活を圧迫することになります。 

■「港が立派なまち」か「教育が充実したまち」か 

 「最もリターンの確実な投資は教育だ」とも言われ

ます。子ども達への教育は、その子はもちろん市の

将来も大きく左右します。また若い時に身に着けた

スキルで一生食べていける時代でもないので大人

の学び直しも重要です。どうでしょう? 同じ１０万円

なら、私だったら賭けをするより、能力開発に投資

したいと考えます。みなさんはどう思われますか? 

 

 

(万ｔ) 


